
立地適正化計画の進行管理について 資料３

計画の評価方法について

本計画のまちづくりの目標である「都市環境と自然環境が調和した生活の質を高
めるまちづくり」を目指し、計画目標値を設定。

計画目標値は、活動の主体である市民の目線から、本計画のまちづくりの目標の
実現度合いを見定めるため、「戸田市市民意識調査」と連携した計画目標値を、
「中心拠点の形成」と「市全域における住環境等の向上」の２つの観点から設定。

中心拠点の形成
計画目標値

「駅周辺ににぎわいや魅力がある
と思う市民の割合」

市全域における住環境等の向上
計画目標値

「住み続けたいと思う市民の割合」

計画目標値

モニタリング指標

住居機能、都市機能等に関する動向を把握するため、「中心拠点の形成」及び
「市域全域における住環境等の向上」それぞれにモニタリング指標を設定。

※項目については後ページ参照
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（１）中心拠点の形成に関する計画目標及びモニタリング指標

①計画目標値

計画目標値 駅周辺に賑わいや魅力があると思う市民の割合

評価基準値 ３７％（戸田市市民意識調査を基に設定） ２０１８年度【計画策定時点】

目標値
評価基準値＋５％ ２０２８年度【中間地点】

評価基準値＋１０％ ２０３８年度【最終目標時点】

２０２３年度時点での目標値の推移

評価基準値 目標値 増減値

３７％ ４２.３％（※暫定値） ＋５.３％

２０２３年度に共創企画課にて実施した「戸田市市民意識調査」の結果より、現時点での目標
値の推移を確認した。

※２０２３年度の戸田市市民意識調査は現在集計事務を行って
いるため本数値は暫定値としている。
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（１）中心拠点の形成に関する計画目標及びモニタリング指標

②モニタリング指標

モニタリング指標 対象範囲 単位 ２０１８年度 ２０２３年度 変動率

滞留人口

北戸田駅周辺 人/時 ９,９５０ ８,５５８ ―１４％

戸田駅周辺 人/時 ２９,３１７ ３１,２０８ ＋６％

戸田公園駅周辺 人/時 ２０,４９６ ２１,１７１ ＋３％

従業人口 都市機能誘導区域 人 １４,１３４ １４,６８８ ＋３％

地価、地価変動率
都市機能誘導区域 円 ３０１，５００ ３６２,６６７ ＋２０％

市内他地区 円 ２１６,８４６ ２５３,１５４ ＋１６％

誘導施設数
都市機能誘導区域 棟 １４ １７ ＋２１％

市内他地区 棟 ２６ ２５ ―４％

駅乗降者数
（最新：２０２２年度値）

北戸田駅 人/日 ２２,０２０ ２０,４４６ ―８％

戸田駅 人/日 ２０,９１１ １９,２５９ ―８％

戸田公園駅 人/日 ３４,９４４ ３０,９１５ ―１２％
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（２）市全域における住環境等の向上に関する計画目標及びモニタリング指標

①計画目標値

計画目標値 住み続けたいと思う市民の割合

評価基準値 ７８％（戸田市市民意識調査を基に設定） ２０１８年度【計画策定時点】

目標値
評価基準値＋３％ ２０２８年度【中間地点】

評価基準値＋６％ ２０３８年度【最終目標時点】

２０２３年度時点での目標値の推移

評価基準値 目標値 増減値

７８％ ７７％ ―１％

２０２２年度に共創企画課にて実施した「戸田市市民意識調査」の結果より、現時点での目標
値の推移を確認した。
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（２）市全域における住環境等の向上に関する計画目標及びモニタリング指標

②モニタリング指標

モニタリング指標 対象範囲 単位 ２０１８年度 ２０２３年度 変動率

人口
居住誘導区域 人 １２８,１６４ １３１,６３３ ＋２％

市内他地区 人 １０,７９６ １０,２９４ ―５％

住宅の立地数
居住誘導区域 棟 １７，２０３ １８，３６６ ＋６％

市内他地区 棟 ３９０ ４２６ ＋９％

地価、地価変動率
居住誘導区域 円 ２４０，３４５ ２８２,９６６ ＋１７％

市内他地区 円 １５９,０００ １８４,０００ ＋１５％

空家数 全市 棟 ２２３ ８０ ―６５％

空家率（最新：２０１９年度値） 全市 ％ ０.９ ２０２４年度公表予定 ―

バス運行本数
（最新：国際興業 ２０２２年度値）

国際興業 本 １５,５７４ １４,１８３ ―９％

toco 本 ２,４００ ２，４００ ０％

バス利用者数
国際興業 人 ４６９,４８４ ４７０,１４６ ０％

toco 人 ３２,３６５ ３０,４６９ ―６％

公共交通機関分担率
（最新：２０１９年度値）

全市 ％ ２７.６ ２０２４年度公表予定 ―

公共交通沿線人口カバー率 全市 ％ ９７ ９７ ０％
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（３）基準値に対する目標値の推移による評価

１ 中心拠点の形成に関する計画目標

２ 市全域における住環境等の向上に関する計画目標

・基準値に対して目標値が向上した要因としては、土地区画整理事業の推進によって駅
周辺の公共施設整備が進み、都市環境が整備されたことにより、社会実験の実施等、
市民活動が活性化し、また、都市機能誘導区域内に大型商業施設及び銀行が建築され、
誘導施設が１４か所から１７か所へ増加したことにより、拠点としての都市機能の形
成が図られてきていると考えられる。

・基準値に対して目標値の推移は大きく変化が見られないが、上位計画である戸田市第
５次総合振興計画や第２次戸田市都市マスタープラン（改定版）に掲げる将来都市像
や都市づくりの方針を踏まえた、立地適正化計画に掲げるまちづくりの目標を目指し、
都市基盤整備の推進や土地利用の方針に基づいた都市計画による緩やかな誘導により、
良好な住環境が維持できていると考えられる。

計画目標値：駅周辺ににぎわいや魅力があると思う市民の割合

計画目標値：住み続けたいと思う市民の割合


